
授業コード P060101

科目ナンバリン
グコード

P30601

第 1 週 ：

第 2 週 ：

第 3 週 ：

第 4 週 ：

第 5 週 ：

第 6 週 ：

第 7 週 ：

第 8 週 ：

第 9 週 ： 基本論理回路の動作確認(2)

基本論理素子の結合と標準形
基本論理素子の結合と基本論理素子の標準形について説明します。

簡単化
論理式の簡単化について説明します。

基本論理素子の動作確認(1)

基本論理素子の動作確認(2)

基本論理回路の動作確認(1)

学修内容 学修課題（予習・復習）

ガイダンス
情報システム回路とは何かをデジタル信号処理の考え方で説明します。

論理関数の基本的動作
2進数と論理関数の基本的動作について説明します。

受講心得

自作教科書を使います。毎回必要な個所を配布します。

授業中の私語は厳禁です。また、欠席・遅刻はしないように心掛けましょう。

学習内容の復習

参考文献及び指定
図書

その他、必要な図書については授業で指示します。

関連科目 組込み演習

授業の目的

必修・選択区分 コース必修 単位数 2

履修上の注意また
は履修条件

ノートは必ず準備し、毎時間の復習を必ず実行してください。

平成２９年度 授業シラバスの詳細内容

科目名（英）
情報システム回路入門（Introduction to Information System 
Circuit）

担当教員名 鈴木　秀男

配当学年 3 開講期 前期

この授業では、情報システムをコンピュータを中心とした周辺機器を含めて構成されているシス
テムとしてとらえます。ソフトウェアによってコンピュータに指示を与えますが、この授業ではハー
ドウェアの基本的な動作原理を理解することを目標とします。

基本論理素子と演算
基本論理素子と基本論理演算について説明します。

学習内容の復習

学習内容の復習

授業の概要

コンピュータの内部では、デジタル処理が行われています。このデジタル処理の動作原理を学習
します。デジタル処理は、論理関数→組合せ回路 → 順序回路 → コンピュータのような流れで
実現されています。この授業では、論理関数と組合せ回路を中心に順序回路までの基本的な動
作原理を学習します。なお、理解を深めるために、例題や演習を中心に、シミュレーションや実験
も取り入れています。

○授業計画

教科書

学習内容の復習

学習内容の復習

学習内容の復習

学習内容の復習

学習内容の復習



第10週：

第11週：

第12週：

第13週：

第14週：

第15週：

第16週：

合計欄 100点

【知識・理解】
※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。
25点

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※「専門能力〈知識の活用〉」「チー
ムで働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

20点

○成績評価基準（合計100点）

20点 10点
【関心・意欲・態度】

※「学修に取り組む姿勢・意欲」
を含む。

備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態
度】

①理由のない遅刻や欠席がなく、講師の話を傾聴することができる。
②不明点について、積極的に質問し、理解を深めることができる。
③デジタル回路の基礎を定着させるために、自主学習を行うことができる。

【知識・理解】 デジタル回路の概要と仕組みについて学習し、デジタル回路の重要性を理解する。

【思考・判断・創造】
※「考え抜く力」を含む。 25点

（「人間力」について）

デジタル回路の基本的な設計ができ、動作確認及び不具合等の対応ができる。

【思考・判断・創
造】

①数学的なものの考え方ができる。
②専門の講義内容について基礎知識を利用して考えることができる

到達目標の各観点と成績評
価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等
（テスト）

レポート・作品等
（提出物）

発表・その他
（無形成果）

【技能・表現・コミュニ
ケーション】

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング 「アクティブ・ラーニング科目」

地域志向科目 カテゴリー Ⅲ：地域における課題解決に必要な知識を修得する科目

順序回路
順序回路の基本的な考え方について説明します。

計数回路への適用
計数回路への応用事例について説明します。

総合演習

試験

組合せ回路
目的を持った機能を実現するための組合わせ回路について説明します。

組合せ回路の動作確認(1)
組合せ回路について説明し、その動作を確認します。

組合せ回路の動作確認(2)
組合せ回路について説明し、その動作を確認します。

学習内容の復習

学習内容の復習

学習内容の復習

学習内容の復習

学習内容の復習

学習内容の復習



○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安

レポート・作品等
（提出物）

レポートや課題は、授業時に指示される注意事項に従って締切日までに提出してください。演習
時は積極的に問題を解いてください。正解しなくても自分で考え、努力した成果や論理的な考え
ができているかどうかを評価の対象とします。

発表・その他
（無形成果）

自分で考え、努力した成果や論理的な考えができているかどうかを評価の対象とします。
授業に欠席や遅刻・早退せずに、意欲的に取り組んだ場合、評価の対象とします。

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係
を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会
に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。


